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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】現状に即した、より適切な優先度に従って電気
機器を制御することが可能な電気機器制御システム及び
電気機器制御装置を提供する。
【解決手段】管理対象となるエリア内に設けられた複数
の電気機器を制御する電気機器制御システム１００にお
いて、前記エリア内に設けられ、エリア内の状態を検出
するセンサ装置３１と、センサ装置での検出結果から、
電気機器の各々が設けられた設置位置周辺の状態を示し
た状態情報を取得する状態取得手段と、状態取得手段が
取得した状態情報に基づいて、電気機器毎に当該電気機
器の制御に係る動的優先度を設定する動的優先度設定手
段と、を有する。
【選択図】図１



(2) JP 2015-208224 A 2015.11.19

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　管理対象となるエリア内に設けられた複数の電気機器を制御する電気機器制御システム
において、
　前記エリア内に設けられ、当該エリア内の状態を検出するセンサ装置と、
　前記センサ装置での検出結果から、前記電気機器の各々が設けられた設置位置周辺の状
態を示した状態情報を取得する状態取得手段と、
　前記状態取得手段が取得した状態情報に基づいて、前記電気機器毎に当該電気機器の制
御に係る動的優先度を設定する動的優先度設定手段と、
　を有する電気機器制御システム。
【請求項２】
　前記状態取得手段は、前記検出結果から前記設置位置周辺に存在する人物を検出すると
ともに、前記設置位置を中心とした所定範囲に存在する前記人物の人数を前記電気機器毎
に取得し、
　前記動的優先度設定手段は、前記人数に応じた動的優先度を、当該人数が取得された前
記所定範囲に対応する前記電気機器に設定する請求項１に記載の電気機器制御システム。
【請求項３】
　前記状態取得手段は、前記検出結果から前記設置位置周辺に存在する人物を検出すると
ともに、当該検出した人物に関する属性情報を取得し、
　前記動的優先度設定手段は、前記人物の属性情報に応じた動的優先度を、当該人物が検
出された前記設置位置周辺の前記電気機器に設定する請求項１又は２に記載の電気機器制
御システム。
【請求項４】
　前記状態取得手段は、前記検出結果から前記設置位置周辺に存在する人物を検出すると
ともに、当該人物が実行中の行動内容を取得し、
　前記動的優先度設定手段は、前記人物の行動内容に応じた動的優先度を、当該人物が検
出された前記設置位置周辺の前記電気機器に設定する請求項１～３の何れか一項に記載の
電気機器制御システム。
【請求項５】
　前記状態取得手段は、前記検出結果から前記設置位置周辺の環境状態を取得し、
　前記動的優先度設定手段は、前記環境状態に応じた動的優先度を、当該環境状態が取得
された前記設置位置周辺の前記電気機器に設定する請求項１～４の何れか一項に記載の電
気機器制御システム。
【請求項６】
　前記センサ装置は撮像装置であって、
　前記状態取得手段は、前記撮像装置で撮像された画像データから前記状態情報を取得す
る請求項１～５の何れか一項に記載の電気機器制御システム。
【請求項７】
　前記電気機器各々の消費電力を検出する消費電力検出装置を更に備え、
　前記状態取得手段は、前記消費電力検出装置から前記電気機器各々の消費電力を取得し
、
　前記動的優先度設定手段は、前記消費電力に応じた動的優先度を、当該消費電力が検出
された前記電気機器に設定する請求項１～６の何れか一項に記載の電気機器制御システム
。
【請求項８】
　前記電気機器に設定された前記動的優先度から一の制御優先度を導出し、当該電気機器
に設定する制御優先度設定手段を更に備えたことを特徴とする請求項１～７の何れか一項
に記載の電気機器制御システム。
【請求項９】
　所定の条件に応じた静的優先度を前記電気機器各々に設定する静的優先度設定手段を更
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に備え、
　前記制御優先度設定手段は、前記電気機器各々に設定された前記動的優先度及び前記静
的優先度から一の制御優先度を導出し、当該電気機器に設定する請求項８に記載の電気機
器制御システム。
【請求項１０】
　前記静的優先度設定手段は、前記電気機器の機器種別に応じた静的優先度を前記電気機
器各々に設定する請求項９に記載の電気機器制御システム。
【請求項１１】
　前記静的優先度設定手段は、現在の日時に応じた静的優先度を前記電気機器各々に設定
する請求項９又は１０に記載の電気機器制御システム。
【請求項１２】
　前記静的優先度設定手段は、前記エリアの種別に応じた静的優先度を、当該エリアに設
けられた前記電気機器各々に設定する請求項９～１１の何れか一項に記載の電気機器制御
システム。
【請求項１３】
　前記静的優先度設定手段は、前記電気機器各々の過去の稼動状態の傾向に応じた静的優
先度を、対応する電気機器に設定する請求項９～１２の何れか一項に記載の電気機器制御
システム。
【請求項１４】
　前記制御優先度設定手段は、一の電気機器について前記制御優先度の導出ルールを複数
用いて複数の制御優先度を導出し、何れか一の制御優先度を前記一の電気機器に設定する
請求項９～１３の何れか一項に記載の電気機器制御システム。
【請求項１５】
　前記制御優先度設定手段が導出した前記複数の制御優先度を選択可能に提示する第１提
示手段と、
　前記第１提示手段に提示された前記複数の制御優先度から一の制御優先度の選択を受け
付ける第１選択受付手段と、
　を更に備え、
　前記制御優先度設定手段は、前記第１選択受付手段で選択を受け付けた前記一の制御優
先度を、前記一の電気機器に設定する請求項１４に記載の電気機器制御システム。
【請求項１６】
　前記状態取得手段において過去の所定期間中に取得された前記状態情報の変化履歴と、
前記所定期間中の各時点で前記電気機器各々に設定された前記制御優先度とを対応付けて
記憶する制御履歴記憶手段と、
　前記状態取得手段で取得された前記状態情報の変化傾向に対応する前記状態情報の変化
履歴を前記制御履歴記憶手段から検索し、該当した前記状態情報の変化履歴と当該状態情
報の変化履歴に対応付けられた前記制御優先度とを予測結果として出力する第１予測手段
と、
　を更に備える請求項９～１５の何れか一項に記載の電気機器制御システム。
【請求項１７】
　前記制御優先度設定手段により前記電気機器各々に設定された前記制御優先度に基づい
て、当該電気機器の制御の結果をシミュレーションし、このシミュレーション結果により
前記電気機器各々に新たに設定される前記制御優先度を予測結果として出力する第２予測
手段を更に備える請求項９～１５の何れか一項に記載の電気機器制御システム。
【請求項１８】
　前記予測結果を提示する第２提示手段を更に備える請求項１６又は１７に記載の電気機
器制御システム。
【請求項１９】
　前記第２提示手段に提示された一又は複数の前記予測結果のうち、何れか一の予測結果
の選択を受け付ける第２選択受付手段を更に備え、
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　前記制御優先度設定手段は、前記第２選択受付手段で選択を受け付けた前記一の予測結
果に含まれる前記制御優先度を前記電気機器各々に設定する請求項１８に記載の電気機器
制御システム。
【請求項２０】
　前記電気機器各々に設定された前記制御優先度の優先順位に従い、当該電気機器を制御
する制御手段を更に備える請求項９～１９の何れか一項に記載の電気機器制御システム。
【請求項２１】
　管理対象となるエリア内に設けられた複数の電気機器を制御する電気機器制御装置にお
いて、
　前記エリア内に設けられたセンサ装置の検出結果から、前記電気機器の各々が設けられ
た設置位置周辺の状態を示した状態情報を取得する状態取得手段と、
　前記状態取得手段が取得した状態情報に基づいて、前記電気機器毎に当該電気機器の制
御に係る動的優先度を設定する動的優先度設定手段と、
　を備える電気機器制御装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、電気機器制御システム及び電気機器制御装置に関するものである
。
【背景技術】
【０００２】
　従来、オフィスビルやテナントビル等の建物では、照明装置や空調装置等の種々の電気
機器が主電源からの電源供給を受けて使用されている。このような建物では、需要電力（
デマンド）が契約電力を超えないよう、事前に設定した優先度に従い電気機器の使用電力
量を制御するデマンド制御システムが用いられている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－７５０１５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来のデマンド制御システムでは、事前に設定された固定的な優先度に
従って電気機器を制御するため、現状に即した制御を行うことができないという問題があ
った。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　実施の形態の電気機器制御システムは、管理対象となるエリア内に設けられた複数の電
気機器を制御する電気機器制御システムであって、センサ装置と、状態取得手段と、動的
優先度設定手段とを有する。センサ装置は、エリア内に設けられ、当該エリア内の状態を
検出する。状態取得手段は、センサ装置での検出結果から、電気機器の各々が設けられた
設置位置周辺の状態を示した状態情報を取得する。動的優先度設定手段は、状態取得手段
が取得した状態情報に基づいて、電気機器毎に当該電気機器の制御に係る動的優先度を設
定する。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】図１は、第１の実施形態に係る電気機器制御システムの構成を模式的に示す図で
ある。
【図２】図２は、照明装置、空調装置及びセンサ装置の配置例を示す図である。
【図３】図３は、第１の実施形態に係る管理サーバのハードウェア構成を模式的に示す図
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である。
【図４】図４は、エリア情報テーブルの一例を模式的に示す図である。
【図５】図５は、第１の実施形態に係る管理サーバの機能構成を模式的に示す図である。
【図６】図６は、人物位置を絶対座標を用いて表した一例を模式的に示す図である。
【図７】図７は、人物位置をブロック単位で表した一例を模式的に示す図である。
【図８】図８は、密度変換テーブルの一例を模式的に示す図である。
【図９】図９は、人物属性変換テーブルの一例を模式的に示す図である。
【図１０】図１０は、行動内容変換テーブルの一例を模式的に示す図である。
【図１１】図１１は、環境状態変換テーブルの一例を模式的に示す図である。
【図１２】図１２は、消費電力変換テーブルの一例を模式的に示す図である。
【図１３】図１３は、表示部に表示された適用候補（制御優先度）の一例を示す図である
。
【図１４】図１４は、第１の実施形態に係る管理サーバが実行するデマンド制御処理の手
順を示すフローチャートである。
【図１５】図１５は、第２の実施形態に係る管理サーバのハードウェア構成を模式的に示
す図である。
【図１６】図１６は、第２の実施形態に係る管理サーバの機能構成を模式的に示す図であ
る。
【図１７】図１７は、電気機器種別変換テーブルの一例を模式的に示す図である。
【図１８】図１８は、日時変換テーブルの一例を模式的に示す図である。
【図１９】図１９は、エリア種別変換テーブルの一例を模式的に示す図である。
【図２０】図２０は、稼働状態変換テーブルの一例を模式的に示す図である。
【図２１】図２１は、第２の実施形態に係る管理サーバが実行するデマンド制御処理の手
順を示すフローチャートである。
【図２２】図２２は、第３の実施形態に係る管理サーバのハードウェア構成を模式的に示
す図である。
【図２３】図２３は、制御履歴格納テーブルの一例を模式的に示す図である。
【図２４】図２４は、第３の実施形態に係る管理サーバの機能構成を模式的に示す図であ
る。
【図２５】図２５は、表示部に表示された予測結果の一例を示す図である。
【図２６】図２６は、第４の実施形態に係る管理サーバの機能構成を模式的に示す図であ
る。
【図２７－１】図２７－１は、シミュレーション過程の一例を模式的に示す図である。
【図２７－２】図２７－２は、シミュレーション過程の一例を模式的に示す図である。
【図２７－３】図２７－３は、シミュレーション過程の一例を模式的に示す図である。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　以下に添付図面を参照して、この発明に係る電気機器制御システム及び電気機器制御装
置の実施形態を詳細に説明する。以下の実施形態では、この発明に係る電気機器制御シス
テム及び電気機器制御装置を、オフィスビル等の建物に適用した例について説明する。
【０００８】
［第１の実施形態］
　図１は、本実施形態に係る電気機器制御システム１００の構成を模式的に示す図である
。同図に示すように、電気機器制御システム１００は、建物内に設けられた照明装置１１
で構成される照明装置群１０と、建物内に設けられた空調装置２１で構成される空調装置
群２０と、建物内に設けられたセンサ装置３１で構成されるセンサ装置群３０と、管理サ
ーバ４０とを有している。照明装置群１０、空調装置群２０及びセンサ装置群３０を構成
する各機器は、ＬＡＮ（Local　Area　Network）等のネットワークＮを介して、管理サー
バ４０に接続されている。なお、ネットワークＮに接続される照明装置１１、空調装置２
１、センサ装置３１の個数は特に問わないものとする。



(6) JP 2015-208224 A 2015.11.19

10

20

30

40

50

【０００９】
　照明装置１１は、建物内に設けられた照明器具等の電気機器であり、ネットワークＮを
介して通知される管理サーバ４０からの指示信号に従い点灯／消灯する。また、照明装置
１１の各々には、消費電力を検出する電力センサ（図示せず）が設けられており、自己の
装置の消費電力を表す消費電力情報がネットワークＮを介して管理サーバ４０に出力され
るよう構成されている。なお、消費電力情報には、各照明装置１１を識別する電気機器識
別子が含まれているものとする。
【００１０】
　空調装置２１は、建物内に設けられたエアコンや空気清浄機等の電気機器であり、ネッ
トワークＮを介して通知される管理サーバ４０からの指示信号に従い稼働する。また、空
調装置２１の各々には、照明装置１１と同様、消費電力を検出する電力センサ（図示せず
）が設けられており、自己の装置の消費電力を表す情報（消費電力情報）が、ネットワー
クＮを介して管理サーバ４０に出力されるよう構成されている。なお、消費電力情報には
、各空調装置２１を識別する電気機器識別子が含まれているものとする。
【００１１】
　センサ装置３１は、監視カメラ等の撮像装置や人感センサ、照度センサ、温度センサ等
のセンサ機器である。センサ装置３１は、建物内の状態を検出し、検出結果となるセンサ
情報を、ネットワークＮを介して管理サーバ４０に出力する。ここで、センサ情報には、
検出元となったセンサ装置３１を識別するセンサ識別子が含まれているものとする。なお
、以下に説明する実施形態では、センサ装置３１として撮像装置を用いた例を説明する。
【００１２】
　図２は、照明装置１１、空調装置２１及びセンサ装置３１の配置例を示す図である。同
図に示すように、照明装置１１、空調装置２１及びセンサ装置３１は、管理対象となるエ
リアの天井部分に設置されている。ここで、照明装置１１は、部屋全体を明るくする主照
明である。また、空調装置２１は、部屋内の空気の調整を行う。また、センサ装置３１は
、照明装置１１及び空調装置２１の設置位置周辺に設けられており、エリア内に設けられ
たセンサ装置３１によりエリア全体が撮像できるよう撮像範囲が設定されている。なお、
センサ装置３１が撮像により取得する画像データ内の位置（画素位置）から、部屋内での
実際の位置（或いはセンサ装置３１との相対的な位置関係）を特定できるよう構成されて
いるものとする。
【００１３】
　図１に戻り、管理サーバ４０は、センサ装置３１の各々で取得されるセンサ情報や、各
電気機器（空調装置２１及び照明装置１１）の消費電力情報に基づき、当該電気機器のデ
マンド制御を行うサーバ装置である。以下、管理サーバ４０の構成について説明する。
【００１４】
　図３は、第１の実施形態に係る管理サーバ４０のハードウェア構成を模式的に示す図で
ある。同図に示すように、管理サーバ４０は、ＣＰＵ（Central　Processing　Unit）４
１と、ＲＯＭ（Read　Only　Memory）４２と、ＲＡＭ（Random　Access　Memory）４３と
、記憶部４４と、操作部４５と、表示部４６と、通信部４７とを備えている。
【００１５】
　ＣＰＵ４１は、ＲＯＭ４２や記憶部４４に記憶された所定のプログラムをＲＡＭ４３に
展開して実行することで、管理サーバ４０の各部の動作を統括的に制御する。また、ＣＰ
Ｕ４１は、ＲＯＭ４２や記憶部４４に記憶された所定のプログラムをＲＡＭ４３に展開し
て実行することで、後述する各機能部を実現する。
【００１６】
　ＲＯＭ４２は、ＣＰＵ４１が実行する各種プログラムや設定情報を記憶している。ＲＡ
Ｍ４３は、主記憶装置であり、管理サーバ４０のワークメモリとして用いられる。
【００１７】
　記憶部４４は、ＨＤＤ（Hard　Disk　Drive）等の補助記憶装置であって、ＣＰＵ４１
が実行する各種プログラムや設定情報（後述する顔認証データや学習データ等）を記憶し
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ている。また、記憶部４４は、デマンド制御に係る設定情報として、エリア情報テーブル
４４１及び動的優先度変換テーブル４４２を記憶している。
【００１８】
　エリア情報テーブル４４１は、建物内での管理対象となる各エリアに関する情報と、当
該エリア内に設けられた電気機器及びセンサ装置３１に関する情報とを対応付けて格納し
たデータテーブルである。ここで、エリアの単位は特に問わず、任意に定めることが可能
である。例えば、建物全体を一つのエリアとしてもよいし、階毎にエリアを定めてもよい
し、部屋単位でエリアを定めてもよいし、部門単位など部屋の内部でいくつかのエリアを
定めてもよい。
【００１９】
　図４は、エリア情報テーブル４４１の一例を模式的に示す図である。同図に示すように
、エリア情報テーブル４４１には、管理対象の各エリアを識別するエリア識別子（エリア
Ａ０１等）と、エリアの種別を示すエリア種別と、そのエリア内に設けられた電気機器に
関する電気機器情報と、そのエリア内に設けられたセンサ装置３１に関するセンサ装置情
報とが対応付けて格納されている。
【００２０】
　ここで、電気機器情報には、電気機器を識別する電気機器識別子と、電気機器の種別の
示す電気機器種別と、エリア内での設置位置とが含まれる。なお、電気機器情報の構成例
は、この例に限らないものとする。例えば、電気機器の種別を表す文字列を電気機器識別
子に含める形態としてもよいし、他の情報を対応付けて格納する形態としてもよい。
【００２１】
　また、センサ装置情報には、センサ装置３１の種別（撮像装置等）と、各センサ装置３
１を識別するセンサ装置識別子と、エリア内での設置位置とが含まれる。なお、センサ装
置情報の構成例は、この例に限らないものとする。例えば、センサ装置３１の種別を表す
文字列をセンサ装置識別子に含める形態としてもよいし、他の情報を対応付けて格納する
形態としてもよい。
【００２２】
　また、上記設置位置のデータ形式は特に問わず、どのように表現されてもよい。例えば
、後述する人物位置と同様に、エリア内の所定位置を原点とした絶対座標で表現する形態
としてもよいし、エリア内を小ブロックに分割し、電気機器が存在するブロックをブロッ
ク番号等の識別子で表現する形態としてもよい。
【００２３】
　動的優先度変換テーブル４４２は、センサ装置３１で取得されるセンサ情報や各電気器
の消費電力情報から導出される各種の状態を、優先度を表す数値に変換するための変換テ
ーブルである。なお、動的優先度変換テーブル４４２の詳細については後述する。
【００２４】
　図３に戻り、操作部４５は、キーボードやマウス等の入力デバイスであって、管理サー
バ４０の操作者から受け付けた操作内容をＣＰＵ４１に出力する。また、表示部４６は、
ＬＣＤ（Liquid　Crystal　Display）等の表示デバイスであって、ＣＰＵ４１の制御に従
い文字や画像等を表示する。
【００２５】
　通信部４７は、ネットワークＮに接続可能なネットワークインタフェースであり、ＣＰ
Ｕ４１の制御の下、ネットワークＮに接続された各機器との間で各種情報の授受を行う。
【００２６】
　次に、管理サーバ４０の機能構成について説明する。図５は、管理サーバ４０の機能構
成を模式的に示す図である。同図に示すように、管理サーバ４０は、ＣＰＵ４１と所定の
プログラムとの協働により実現される機能部として、センサ情報取得部５１、人物位置取
得部５２、人物属性取得部５３、行動内容取得部５４、環境状態取得部５５、消費電力取
得部５６、動的優先度設定部５７及びデマンド制御部５８を備える。
【００２７】
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　センサ情報取得部５１は、通信部４７を介し、各センサ装置３１での検出結果をセンサ
情報として取得する。また、センサ情報取得部５１は、エリア情報テーブル４４１に登録
されたセンサ識別子と、各センサ情報に含まれたセンサ識別子とに基づき、センサ情報の
各々がどのエリアのどのセンサ装置３１で検出されたものかを特定する。なお、本実施形
態では、センサ装置３１として撮像装置を用いるため、各撮像装置で撮像された画像デー
タがセンサ情報となる。
【００２８】
　人物位置取得部５２は、センサ装置３１により取得されたセンサ情報に基づいて、各エ
リアに存在する人物の位置を取得する機能部である。
【００２９】
　具体的に、人物位置取得部５２は、検出元（エリア及び設置位置）が同一のセンサ情報
について、当該センサ情報の画像データを構成する各画素の輝度値を、センサ情報が取得
される度に算出し、輝度値の変化量が所定値以上となった画素位置に人物が存在すると判
断（検出）する。そして、人物位置取得部５２は、画像データ内での輝度値の変化が発生
した画素位置に基づき、その人物が存在する実際のエリア内の位置を人物位置として取得
する。
【００３０】
　また、人物位置取得部５２は、検出した人物位置を、エリア内での絶対座標やブロック
番号を用いて表し、対応するエリアのエリア識別子と対応付けてＲＡＭ４３や記憶部４４
に保持する。ここで、図６は、人物位置を絶対座標を用いて表した一例を模式的に示す図
である。同図では、エリア内の所定位置を原点（０、０）としており、この原点を基準に
各人物Ｈ１～Ｈ４の人物位置を絶対座標（ｘ、ｙ）で表している。なお、図６の例では、
人物Ｈ１～Ｈ４の人物位置を（８０、５０）、（１８０、３０）、（４００、５０）、（
４５０、３５０）と表した例を示している。
【００３１】
　また、図７は、人物位置をブロック単位で表した一例を模式的に示す図である。同図で
は、エリア内を１８のブロックに分割した例を示しており、各ブロックを識別するためｘ
軸方向及びｙ軸方向のそれぞれに、Ａ～Ｆと１～３の識別子を付与している。なお、図７
の例では、人物Ｈ１～Ｈ４の各人物位置を（Ｂ１）、（Ｃ３）、（Ｅ１）、（Ｆ３）と表
した例を示している。
【００３２】
　なお、人物位置の取得方法は上記の例に限らず、顔検出技術等の公知の技術を用いる形
態としてもよい。また、センサ装置３１として人感センサ等を用いた場合には、そのセン
サ種別に応じた人物位置の取得方法を用いるものとする。
【００３３】
　人物属性取得部５３は、各エリアに存在する人物について、当該人物に関する情報を取
得する機能部である。具体的に、人物属性取得部５３は、人物位置取得部５２で人物が存
在すると判断された画像データから、人物の顔部分に相当する顔画像を抽出する。また、
人物属性取得部５３は、各人物の氏名、ＩＤ、性別、職位や肩書（例えば、従業員、客、
ＶＩＰ等）等の属性情報と、当該人物の顔の画像や特徴を表したデータ（以下、照合用デ
ータという）とを対応付けた顔認証データ（図示せず）を参照し、当該照合用データと、
画像データから抽出した顔画像とを照合することで顔認証を行う。そして、人物属性取得
部５３は、画像データから抽出した顔画像に対応する照合用データを特定すると、この照
合用データに対応付けられた属性情報を取得し、人物位置取得部５２で取得された対応す
る人物の人物位置と関連付けて保持する。
【００３４】
　行動内容取得部５４は、各エリアに存在する人物について、当該人物が行っている行動
内容を取得する機能部である。具体的に、行動内容取得部５４は、人物位置取得部５２で
人物が存在すると判断された連続する複数の画像データから変化の傾向を抽出し、抽出し
た変化の傾向からその人物が行っている行動内容を特定（取得）する。そして、行動内容
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取得部５４は、取得した人物の行動内容を、人物位置取得部５２で取得された対応する人
物の人物位置と関連付けて保持する。
【００３５】
　ここで、行動内容の特定方法は、公知の方法を用いることが可能である。例えば、歩行
やＰＣ作業といった行動をとったときに生じる画像変化（輝度値の変化等）の傾向を学習
等により取得し、その行動内容と対応付けた学習データを記憶部４４等に記憶しておき、
取得した画像データ中の人物位置において学習データと同じ傾向がみられたとき、学習デ
ータに対応付けられる行動内容とみなすことで、この学習データに基づいて行動内容を特
定することが可能である。なお、行動内容の特定方法はこれに限らず、予め記憶しておい
た各行動を表すパターン画像とのパターンマッチングを行うことで、行動内容を特定する
形態としてもよい。
【００３６】
　環境状態取得部５５は、センサ装置３１により取得されたセンサ情報に基づいて、各エ
リアに存在するセンサ装置３１の設置位置周辺の環境状態を取得する機能部である。具体
的に、環境状態取得部５５は、検出元（エリア及び設置位置）が同一のセンサ情報につい
て、当該センサ情報の画像データを構成する各画素の輝度値から照度を導出し、そのセン
サ情報を検出したセンサ装置３１の設置位置周辺の環境状態として取得する。そして、環
境状態取得部５５は、取得した環境状態を、対応するセンサ装置３１のセンサ識別子と対
応付けてＲＡＭ４３や記憶部４４に保持する。
【００３７】
　なお、本実施形態では、センサ装置３１により環境状態として照度を取得する形態とし
たが、これに限らないものとする。例えば、ブラインドの開量、ＰＣのＯＮ／ＯＦＦ状況
であってもよい。また、センサ装置３１により環境情報を取得するのではなく、照度計な
ど個別のセンサで取得してもよい。
【００３８】
　消費電力取得部５６は、通信部４７を介し、各電気機器に設けられた電力センサから消
費電力情報を取得する。また、消費電力取得部５６は、エリア情報テーブル４４１に登録
された電気機器識別子と、各消費電力情報に含まれた電気機器識別子とに基づき、商品電
力情報の各々がどのエリアのどの電気機器で検出されたものかを特定する。
【００３９】
　上記した、センサ情報取得部５１、人物位置取得部５２、人物属性取得部５３、行動内
容取得部５４、環境状態取得部５５及び消費電力取得部５６の機能により、エリア情報テ
ーブル４４１に登録されたエリア毎に、当該エリア内に存在する電気機器及び人物の状態
や当該エリア内の環境状態がリアルタイムに取得されることになる。以下では、センサ情
報取得部５１、人物位置取得部５２、人物属性取得部５３、行動内容取得部５４、環境状
態取得部５５及び消費電力取得部５６の機能により取得された各種の情報を、総称して「
状態情報」と表記する。
【００４０】
　また、上記では、人物位置取得部５２、人物属性取得部５３、行動内容取得部５４を管
理サーバ４０の機能としたが、センサ装置３１（撮像装置）側に処理機能を持たせ、管理
サーバ４０にセンサ装置３１側で取得された人物位置、人物属性、行動内容を入力しても
よい。また、環境状態取得部５５がセンサ装置３１のセンサ情報に基づき環境状態を取得
するときも同様である。
【００４１】
　動的優先度設定部５７は、各エリアの状態情報に基づいて、当該エリア内に設置された
電気機器の各々に当該電気機器の制御に係る動的優先度を設定する機能部である。なお、
本実施形態において、動的優先度は、その数値が小さいほど優先順位が高いことを意味す
る（後述する制御優先度及び静的優先度も同様）。
【００４２】
　動的優先度設定部５７は、図５に示すように、密度変換部５７１、人物属性変換部５７



(10) JP 2015-208224 A 2015.11.19

10

20

30

40

50

２、行動内容変換部５７３、環境状態変換部５７４及び消費電力変換部５７５を有してい
る。
【００４３】
　密度変換部５７１は、エリア情報テーブル４４１に登録された電気機器の設置位置と、
人物位置取得部５２で取得された人物位置とに基づいて、電気機器周辺の所定範囲に存在
する人物の人数を密度として算出する。そして、密度変換部５７１は、電気器機器毎に算
出した密度に応じた動的優先度を、対応する電気機器に設定する。
【００４４】
　具体的に、密度変換部５７１は、エリア情報テーブル４４１に登録された各エリアにつ
いて、電気機器の設置位置を中心とする所定範囲に、人物位置取得部５２で取得された人
物位置が含まれるか否かを判定し、含まれると判定した人物位置の個数を密度として算出
する。例えば、電気機器の設置位置をメートル単位の座標系で表した場合には、電気機器
の設置位置を中心とする所定メートル（例えば３ｍ）以内に存在する人数を密度として算
出する。また、電気機器の設置位置をブロック単位で表した場合には、電気機器が存在す
るブロックの周囲８ブロック内に存在する人数を密度として算出する。
【００４５】
　また、密度変換部５７１は、各電気機器について算出した密度に基づき、密度の値に応
じた動的優先度を当該電気機器に設定する。ここで、動的優先度の値は、密度と動的優先
度との関係を定義した所定の変換関数を用いて導出する形態としてもよいし、記憶部４４
の動的優先度変換テーブル４４２として記憶された密度変換テーブルを用いて導出する形
態としてもよい。
【００４６】
　図８は、密度変換テーブルの一例を模式的に示す図である。同図に示すように、密度変
換テーブル４４２ａには、密度（人数）の各値と動的優先度とが対応付けて格納されてい
る。この密度変換テーブル４４２ａを用いる場合、密度変換部５７１は、算出した密度に
対応する動的優先度を、密度変換テーブル４４２ａから読み出し、電気機器に設定する。
なお、密度変換テーブル４４２ａに登録される密度及び動的優先度の値は、図８の例に限
らないものとする。
【００４７】
　人物属性変換部５７２は、エリア情報テーブル４４１に登録された電気機器の設置位置
と、人物位置取得部５２で取得された人物位置と、この人物位置の人物について人物属性
取得部５３で取得された人物属性とに基づいて、当該人物属性の種別に応じた動的優先度
を、その人物の人物位置周辺に設置されている電気機器に設定する。ここで、動的優先度
の値は、人物属性と動的優先度との関係を定義した所定の変換関数を用いて導出する形態
としてもよいし、記憶部４４の動的優先度変換テーブル４４２として記憶された人物属性
変換テーブルを用いて導出する形態としてもよい。
【００４８】
　図９は、人物属性変換テーブルの一例を模式的に示す図である。同図に示すように、人
物属性変換テーブル４４２ｂには、人物属性の種別と動的優先度とが対応付けて格納され
ている。この人物属性変換テーブル４４２ｂを用いる場合、人物属性変換部５７２は、各
人物について人物属性取得部５３で取得された人物属性に対応する動的優先度を、人物属
性変換テーブル４４２ｂから読み出し、その人物の人物位置周辺の電気機器に設定する。
なお、人物属性変換テーブル４４２ｂに登録される人物属性及び動的優先度の値は、図９
の例に限らないものとする。
【００４９】
　行動内容変換部５７３は、エリア情報テーブル４４１に登録された電気機器の設置位置
と、人物位置取得部５２で取得された人物位置と、この人物位置の人物について行動内容
取得部５４で取得された行動内容とに基づいて、当該行動内容に応じた動的優先度を、そ
の人物の人物位置周辺の電気機器に設定する。ここで、動的優先度の値は、行動内容と動
的優先度との関係を定義した所定の変換関数を用いて導出する形態としてもよいし、記憶
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部４４の動的優先度変換テーブル４４２として記憶された行動内容変換テーブルを用いて
導出する形態としてもよい。
【００５０】
　図１０は、行動内容変換テーブルの一例を模式的に示す図である。同図に示すように、
行動内容変換テーブル４４２ｃには、行動内容の種別（歩行、停止、デスクワーク）と動
的優先度とが対応付けて格納されている。この行動内容変換テーブル４４２ｃを用いる場
合、行動内容変換部５７３は、各人物について行動内容取得部５４で取得された行動内容
に対応する動的優先度を、行動内容変換テーブル４４２ｃから読み出し、その人物の人物
位置周辺の電気機器に設定する。なお、行動内容変換テーブル４４２ｃに登録される行動
内容及び動的優先度の値は、図１０の例に限らないものとする。
【００５１】
　環境状態変換部５７４は、エリア情報テーブル４４１に登録された電気機器及びセンサ
装置３１の設置位置と、環境状態取得部５５で取得された環境状態とに基づき、当該環境
状態に応じた動的優先度を、その環境状態に係るセンサ情報が検出されたセンサ装置３１
の設置位置周辺の電気機器に設定する。ここで、動的優先度の値は、環境状態と動的優先
度との関係を定義した所定の変換関数を用いて導出する形態としてもよいし、記憶部４４
の動的優先度変換テーブル４４２として記憶された環境状態変換テーブルを用いて導出す
る形態としてもよい。
【００５２】
　図１１は、環境状態変換テーブルの一例を模式的に示す図である。同図に示すように、
環境状態変換テーブル４４２ｄには、環境状態（照度：ルクス）の各値と動的優先度とが
対応付けて格納されている。この環境状態変換テーブル４４２ｄを用いる場合、環境状態
変換部５７４は、各エリアのセンサ装置３１について取得された環境状態に対応する動的
優先度を、環境状態変換テーブル４４２ｄから読み出し、そのセンサ装置３１の設置位置
周辺の電気機器に設定する。なお、環境状態変換テーブル４４２ｄに登録される環境状態
及び動的優先度の値は、図１１の例に限らないものとする。
【００５３】
　消費電力変換部５７５は、エリア情報テーブル４４１に登録された電気機器の設置位置
と、消費電力取得部５６で取得された各電気機器の消費電力とに基づき、当該消費電力に
応じた動的優先度を、その消費電力の取得元となった電気機器に設定する。ここで、動的
優先度の値は、消費電力と動的優先度との関係を定義した所定の変換関数を用いて導出す
る形態としてもよいし、記憶部４４の動的優先度変換テーブル４４２として記憶された消
費電力変換テーブルを用いて導出する形態としてもよい。
【００５４】
　図１２は、消費電力変換テーブルの一例を模式的に示す図である。同図に示すように、
消費電力変換テーブル４４２ｅには、所定の範囲で区分けされた消費電力の各値と動的優
先度とが対応付けて格納されている。この消費電力変換テーブル４４２ｅを用いる場合、
消費電力変換部５７５は、各エリアの電気機器について取得された消費電力に対応する動
的優先度を、消費電力変換テーブル４４２ｅから読み出し、その消費電力の取得元となっ
た電気機器に設定する。なお、消費電力変換テーブル４４２ｅに登録される消費電力及び
動的優先度の値は、図１２の例に限らないものとする。
【００５５】
　上記した、動的優先度設定部５７の各機能部（密度変換部５７１、人物属性変換部５７
２、行動内容変換部５７３、環境状態変換部５７４及び消費電力変換部５７５）により、
エリア情報テーブル４４１に登録されたエリア毎の各電気機器に、一又は複数種類の動的
優先度が設定される。
【００５６】
　デマンド制御部５８は、各電気機器に設定された動的優先度に基づいて、電気機器のデ
マンド制御を行う機能部である。具体的に、デマンド制御部５８は、同一設置位置の電気
機器毎に、当該電気機器に設定された各種の動的優先度から、デマンド制御に係る一の制
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御優先度を導出する。ここで、デマンド制御部５８は、例えば下記式（１）を用いて同一
設置位置の電気機器毎に制御優先度ＣＰを導出する。
【００５７】
【数１】

【００５８】
　上記式（１）において、識別子ｉは、動的優先度設定部５７で付与された各種の動的優
先度を識別する識別子である。例えば、ｉ＝１が、密度変換部５７１で付与される動的優
先度、ｉ＝２が、人物属性変換部５７２で付与される動的優先度等、識別子ｉの値と動的
優先度の種別とが予め対応付けられているとする。“ｍ”は、動的優先度設定部５７で付
与される動的優先度の種別数（本実施形態の場合“５”）に対応する。ＡＰiは、識別子
ｉに対応する種別の動的優先度が代入される変数であり、αiは、識別子ｉの動的優先度
に応じた所定の係数である。
【００５９】
　なお、制御優先度ＣＰの導出に用いる動的優先度の種別数は特に問わず、一つであって
もよい。また、係数αiの値や、制御優先度ＣＰの導出に用いる動的優先度の組み合わせ
を変えることで複数の制御優先度を導出する形態としてもよい。この場合、デマンド制御
部５８は、図１３に示すように、複数の制御優先度ＣＰ（ＣＰ１～ＣＰ３）と当該制御優
先度ＣＰの導出に用いた導出式との組を適用候補として表示部４６に表示し、デマンド制
御に用いる導出式（制御優先度ＣＰ）を、操作部４５を介して操作者に選択させる形態と
してもよい。
【００６０】
　また、デマンド制御部５８は、消費電力取得部５６で取得された消費電力の総和が、所
定の閾値（例えば契約電力）を超えるような場合に、各電気機器について導出した制御優
先度ＣＰに基づき、その制御優先度ＣＰの値の小さいものから優先的にデマンド制御を行
う。具体的に、デマンド制御部５８は、制御優先度ＣＰの優先順位の高い電気機器に対し
、消費電力の低減或いは停止を指示する指示情報を送信することで、総消費電力が閾値以
下となるよう制御する。
【００６１】
　なお、デマンド制御を行う単位は、エリア情報テーブル４４１に登録されたエリア毎と
してもよいし、エリア全体としてもよい。例えば、エリア毎に契約電力が定められている
場合には、当該エリアに設置された電気機器の消費電力の総和が契約電力を超えたとき又
は超える直前に、各電気機器について導出した制御優先度ＣＰに基づいてデマンド制御を
行えばよい。
【００６２】
　以下、図１４を参照して、管理サーバ４０の動作について説明する。ここで、図１４は
、第１の実施形態に係る管理サーバ４０が実行するデマンド制御処理の手順を示すフロー
チャートである。
【００６３】
　まず、センサ情報取得部５１は、センサ装置３１の各々で検出された検出結果を、セン
サ情報として取得する（ステップＳ１１）。ここで、センサ情報を取得するタイミングは
特に問わず、センサ装置３１で検出が行われる毎に行う形態としてもよいし、所定の時間
間隔毎（例えば１秒毎や１０秒毎）に行う形態としてもよい。
【００６４】
　人物位置取得部５２は、ステップＳ１１で取得されたセンサ情報に基づき、各エリア内
に存在する人物の人物位置を取得する（ステップＳ１２）。人物属性取得部５３は、ステ
ップＳ１１で取得されたセンサ情報に含まれる人物の顔画像に基づいて顔認証を行い、認
証が成立した場合には、当該人物の属性情報を取得する（ステップＳ１３）。行動内容取
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得部５４は、ステップＳ１１で取得されたセンサ情報の変化の傾向から、各人物の行動内
容を取得する（ステップＳ１４）。環境状態取得部５５は、ステップＳ１１で取得された
センサ情報に基づいて、センサ装置３１の設置位置周辺の環境状態を取得する（ステップ
Ｓ１５）。また、消費電力取得部５６は、各電気機器に設けられた電力センサから消費電
力情報を取得する（ステップＳ１６）。なお、ステップＳ１２～Ｓ１６の実行順序は特に
問わず、実行順序を入れ替えたり、何れかのステップをスキップする形態としてもよい。
【００６５】
　続いて、動的優先度設定部５７は、ステップＳ１２～Ｓ１６で得られた各種の情報から
各種の動的優先度を算出し、対応する各電気機器にそれぞれ設定する（ステップＳ１７）
。
【００６６】
　デマンド制御部５８は、ステップＳ１７において電気機器の各々に設定された各種の動
的優先度から、上記式（１）を用いることで一の制御優先度を導出し、対応する電気機器
にそれぞれに設定する（ステップＳ１８）。次いで、デマンド制御部５８は、ステップＳ
１６で取得された消費電力の総和が、所定の閾値以上か否かを判定する（ステップＳ１９
）。ここで、消費電力の総和が所定の閾値未満の場合には（ステップＳ１９；Ｎｏ）、ス
テップＳ１１に再び戻る。
【００６７】
　一方、ステップＳ１９において、消費電力の総和が所定の閾値以上の場合には（ステッ
プＳ１９；Ｙｅｓ）、デマンド制御部５８は、ステップＳ１８で導出した各電気機器の制
御優先度に基づいて、その値がより小さい電気機器、つまり優先順位の高い電気機器から
優先的にデマンド制御を行い（ステップＳ２０）、ステップＳ１１に再び戻る。
【００６８】
　なお、図１３で説明したように、一の電気機器について複数の制御優先度を導出した場
合には、ステップＳ２０の直前等のタイミングで、導出した複数の制御優先度を選択可能
に表示部４６に表示し、操作部４５を介して選択された一の制御優先度を対応する電気機
器に設定するものとする。
【００６９】
　デマンド制御部５８から指示情報を受信した電気機器では、当該指示情報に応じて消費
電力を低減又は稼働を停止する。これにより、デマンド制御の対象となったエリアでは、
電気機器の総消費電力が所定の閾値以下となるよう制御される。
【００７０】
　以上のように、第１の実施形態によれば、各エリアの現在の状態を示す状態情報に基づ
いて、デマンド制御に係る制御優先度を各電気機器に設定することが可能であるため、現
状に即したより適切な制御優先度に従って電気機器を制御することができる。
【００７１】
［第２の実施形態］
　次に、第２の実施形態について説明する。上記第１の実施形態では、リアルタイムで取
得される状態情報に基づいて各電気機器の動的優先度を算出し、当該動的優先度から一の
制御優先度を導出する形態を説明した。第２の実施形態では、所定の条件について定めら
れた静的優先度を加味して制御優先度を導出する形態について説明する。なお、第１の実
施形態と同様の要素については、同一の符号を付与し説明を省略する。
【００７２】
　図１５は、第２の実施形態に係る管理サーバ４０ａのハードウェア構成を模式的に示す
図である。同図に示すように、管理サーバ４０ａは、ＣＰＵ４１と、ＲＯＭ４２と、ＲＡ
Ｍ４３と、記憶部４４ａと、操作部４５と、表示部４６と、通信部４７とを備えている。
【００７３】
　記憶部４４ａは、上述したエリア情報テーブル４４１及び動的優先度変換テーブル４４
２に加え、静的優先度変換テーブル４４３を記憶している。ここで、静的優先度変換テー
ブル４４３は、リアルタイムに取得される状態情報に依存しない静的な条件を、静的優先
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度を表す数値に変換するためのデータテーブルである。なお、静的優先度変換テーブル４
４３の詳細については後述する。
【００７４】
　図１６は、第２の実施形態に係る管理サーバ４０ａの機能構成を模式的に示す図である
。同図に示すように、管理サーバ４０ａは、ＣＰＵ４１と所定のプログラムとの協働によ
り実現される機能部として、センサ情報取得部５１、人物位置取得部５２、人物属性取得
部５３、行動内容取得部５４、環境状態取得部５５、消費電力取得部５６、動的優先度設
定部５７、静的優先度設定部５９及びデマンド制御部５８ａを備える。
【００７５】
　静的優先度設定部５９は、所定の条件や状態に応じた静的優先度を、各電気機器に設定
する機能部である。図１６に示すように、静的優先度設定部５９は、電気機器種別変換部
５９１、日時変換部５９２、エリア種別変換部５９３及び稼働状態変換部５９４を有して
いる。
【００７６】
　電気機器種別変換部５９１は、エリア情報テーブル４４１に登録された機器種別に応じ
た静的優先度を、対応する電気機器に設定する。ここで、機器種別に応じた静的優先度は
、機器種別と静的優先度との関係を定義した所定の変換関数を用いて導出する形態として
もよいし、記憶部４４ａの静的優先度変換テーブル４４３として記憶された電気機器種別
変換テーブルを用いて導出する形態としてもよい。
【００７７】
　図１７は、電気機器種別変換テーブルの一例を模式的に示す図である。同図に示すよう
に、電気機器種別変換テーブル４４３ａには、電気機器の機器種別（空調、照明）と静的
優先度とが対応付けて格納されている。この電気機器種別変換テーブル４４３ａを用いる
場合、電気機器種別変換部５９１は、エリア情報テーブル４４１に登録された各電気機器
の機器種別に対応する静的優先度を電気機器種別変換テーブル４４３ａから読み出し、そ
の電気機器に設定する。なお、電気機器種別変換テーブル４４３ａに登録される機器種別
や静的優先度の値は、図１７の例に限らないものとする。
【００７８】
　日時変換部５９２は、管理サーバ４０ａが内蔵するＲＴＣ（Real　Time　Clock）等の
計時装置を用いて現在日時を取得し、この現在日時に応じた静的優先度を各電気機器に付
与する。ここで、現在日時に応じた静的優先度は、現在日時と静的優先度との関係を定義
した所定の変換関数を用いて導出する形態としてもよいし、記憶部４４ａの静的優先度変
換テーブル４４３として記憶された日時変換テーブルを用いて導出する形態としてもよい
。
【００７９】
　図１８は、日時変換テーブルの一例を模式的に示す図である。同図に示すように、日時
変換テーブル４４３ｂには、各時刻範囲と静的優先度とが対応付けて格納されている。こ
の日時変換テーブル４４３ｂを用いる場合、日時変換部５９２は、現在の時刻が含まれる
時刻範囲の静的優先度を日時変換テーブル４４３ｂから読み出し、エリア情報テーブル４
４１に登録された各電気機器に設定する。なお、日時変換テーブル４４３ｂに登録される
時刻範囲や静的優先度の値は、図１８の例に限らないものとする。
【００８０】
　エリア種別変換部５９３は、エリア情報テーブル４４１に登録された各エリアのエリア
種別に基づいて、当該エリア種別に応じた静的優先度をそのエリアに設けられた電気機器
に設定する。ここで、エリア種別に応じた静的優先度は、エリア種別と静的優先度との関
係を定義した所定の変換関数を用いて導出する形態としてもよいし、記憶部４４ａの静的
優先度変換テーブル４４３として記憶されたエリア種別変換テーブルを用いて導出する形
態としてもよい。
【００８１】
　図１９は、エリア種別変換テーブルの一例を模式的に示す図である。同図に示すように
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、エリア種別変換テーブル４４３ｃには、エリア種別（通路、共用部、オフィス）と静的
優先度とが対応付けて格納されている。このエリア種別変換テーブル４４３ｃを用いる場
合、エリア種別変換部５９３は、エリア情報テーブル４４１に登録されたエリア毎に、当
該エリアのエリア種別に対応する静的優先度をエリア種別変換テーブル４４３ｃから読み
出し、そのエリアに設置された電気機器に設定する。なお、エリア種別変換テーブル４４
３ｃに登録されるエリア種別や静的優先度の値は、図１９の例に限らないものとする。
【００８２】
　稼働状態変換部５９４は、消費電力取得部５６で取得される消費電力等に基づいて、エ
リア情報テーブル４４１に登録された各電気機器の稼働状態を記憶部４４ａ等に記録し、
この記録結果から導かれる各電気機器の稼働状態の傾向に応じた静的優先度を、その電気
機器に設定する。例えば、１週間や１か月分等の所定期間分の稼働時間を記録しておき、
この稼働時間を所定期間で除した稼働率を稼働状態の傾向として用いることができる。こ
こで、稼働状態の傾向に応じた静的優先度は、稼動状態と静的優先度との関係を定義した
所定の変換関数を用いて導出する形態としてもよいし、記憶部４４ａの静的優先度変換テ
ーブル４４３として記憶された稼働状態変換テーブルを用いて導出する形態としてもよい
。
【００８３】
　図２０は、稼働状態変換テーブルの一例を模式的に示す図である。同図に示すように、
稼働状態変換テーブル４４３ｄには、稼働率と静的優先度とが対応付けて格納されている
。この稼働状態変換テーブル４４３ｄを用いる場合、稼働状態変換部５９４は、エリア情
報テーブル４４１に登録された各電気機器について導出した所定期間分の稼働率に基づき
、当該稼働率に対応する静的優先度を稼働状態変換テーブル４４３ｄから読み出し、対応
する電気機器に設定する。なお、稼働状態変換テーブル４４３ｄに登録される静的優先度
の値は、図２０の例に限らないものとする。また、稼働状態を記録する期間は、任意に設
定することが可能であるとする。例えば、管理サーバ４０ａの導入時には導入から１週間
分の記録結果を用いて静的優先度を設定し、その後１か月毎に過去１か月分の記録を用い
て静的優先度を更新する形態としてもよい。
【００８４】
　上記した、静的優先度設定部５９の各機能部（電気機器種別変換部５９１、日時変換部
５９２、エリア種別変換部５９３及び稼働状態変換部５９４）により、エリア情報テーブ
ル４４１に登録されたエリア毎の各電気機器に、一又は複数種類の静的優先度が設定され
る。
【００８５】
　デマンド制御部５８ａは、各電気機器に設定された動的優先度及び静的優先度に基づい
て、デマンド制御を行う機能部である。具体的に、デマンド制御部５８ａは、同一設置位
置の電気機器毎に、当該電気機器に設定された各種の動的優先度及び静的優先度から、デ
マンド制御に係る一の制御優先度を導出する。ここで、デマンド制御部５８ａは、例えば
下記式（２）を用いて同一設置位置の電気機器毎に制御優先度ＣＰを導出する。
【００８６】
【数２】

【００８７】
　上記式（２）の右辺第２項において、識別子ｊは、静的優先度設定部５９で付与された
各種の静的優先度を識別する識別子である。例えば、ｊ＝１が、電気機器種別変換部５９
１で付与される動的優先度、ｊ＝２が、日時変換部５９２で付与される動的優先度等、識
別子ｊの値と静的優先度の種別とが予め対応付けられているとする。“ｎ”は、静的優先
度設定部５９で付与される静的優先度の種別数（本実施形態の場合“４”）に対応する。
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ＳＰjは、識別子ｊに対応する種別の静的優先度が代入される変数であり、βjは、識別子
ｊの静的優先度に応じた所定の係数である。
【００８８】
　なお、制御優先度ＣＰの導出に用いる動的優先度及び静的優先度の種別数は特に問わず
、一つであってもよい。また、係数αi、βjの値や、制御優先度ＣＰの導出に用いる動的
優先度、静的優先度の組み合わせを変えることで複数の制御優先度を導出する形態として
もよい。この場合、デマンド制御部５８ａは、図１３で説明したように、複数の制御優先
度ＣＰと当該制御優先度ＣＰの導出に用いた導出式との組を適用候補として表示部４６に
表示し、デマンド制御に用いる導出式（制御優先度ＣＰ）を、操作部４５を介して操作者
に選択させる形態としてもよい。
【００８９】
　また、デマンド制御部５８ａは、消費電力取得部５６で取得された消費電力の総和が、
所定の閾値（例えば契約電力）を超えるような場合に、各電気機器について導出した制御
優先度ＣＰに基づき、その制御優先度ＣＰの値の小さいものから優先的にデマンド制御を
行う。具体的に、デマンド制御部５８ａは、制御優先度ＣＰの優先順位の高い電気機器に
対し、消費電力の低減或いは停止を指示する指示情報を送信することで、総消費電力が閾
値以下となるよう制御する。
【００９０】
　以下、図２１を参照して、管理サーバ４０ａの動作について説明する。ここで、図２１
は、管理サーバ４０ａが実行するデマンド制御処理の手順を示すフローチャートである。
なお、ステップＳ３１～Ｓ３７の処理内容は、図１４で説明したステップＳ１１～Ｓ１７
と同様であるため説明を省略する。
【００９１】
　ステップＳ３８において、デマンド制御部５８ａは、ステップＳ３７において電気機器
の各々に設定された各種の動的優先度と、静的優先度設定部５９により各電気機器に予め
設定されている各種の静的優先度とに基づき、上記式（２）を用いることで一の制御優先
度を電気機器毎に導出し、対応する電気機器にそれぞれに設定する（ステップＳ３８）。
次いで、デマンド制御部５８ａは、ステップＳ３６で取得された消費電力の総和が、所定
の閾値以上か否かを判定する（ステップＳ３９）。ここで、消費電力の総和が閾値未満の
場合には（ステップＳ３９；Ｎｏ）、ステップＳ３１に再び戻る。
【００９２】
　一方、ステップＳ３９において、消費電力の総和が閾値以上の場合には（ステップＳ３
９；Ｙｅｓ）、デマンド制御部５８ａは、ステップＳ３８で導出した各電気機器の制御優
先度に基づいて、その値がより小さい電気機器、つまり優先順位の高い電気機器から優先
的にデマンド制御を行い（ステップＳ４０）、ステップＳ３１に再び戻る。
【００９３】
　デマンド制御部５８ａから指示情報を受信した電気機器では、当該指示情報に応じて消
費電力の低減又は稼働を停止する。これにより、デマンド制御の対象となったエリアでは
、電気機器の総消費電力が所定の閾値以下となるよう制御される。
【００９４】
　以上のように、第２の実施形態によれば、各エリアの現在の状態を示す状態情報に基づ
いて、デマンド制御に係る制御優先度を各電気機器に設定することが可能であるため、現
状に即したより適切な制御優先度に従って電気機器を制御することができる。また、電気
機器種別や日時、エリア種別、稼働状態等の静的な条件について、各条件に応じた静的優
先度により制御優先度を補正することができるため、各電気機器の使用環境により適した
制御優先度に従って電気機器を制御することができる。
【００９５】
［第３の実施形態］
　次に、第３の実施形態について説明する。第３の実施形態では、過去に取得された状態
情報の変化量から、各電気機器に設定する制御優先度を予測する形態について説明する。
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なお、上記実施形態と同様の要素については、同一の符号を付与し説明を省略する。
【００９６】
　図２２は、第３の実施形態に係る管理サーバ４０ｂのハードウェア構成を模式的に示す
図である。同図に示すように、管理サーバ４０ｂは、ＣＰＵ４１と、ＲＯＭ４２と、ＲＡ
Ｍ４３と、記憶部４４ｂと、操作部４５と、表示部４６と、通信部４７とを備えている。
【００９７】
　記憶部４４ｂは、上述したエリア情報テーブル４４１及び動的優先度変換テーブル４４
２に加え、制御履歴格納テーブル４４４を備えている。
【００９８】
　制御履歴格納テーブル４４４は、エリア情報テーブル４４１に登録されたエリア毎に、
過去の所定期間中に取得された複数時点での状態情報の履歴（以下、状態履歴という）と
、その所定期間中の各時点において当該エリアの電気機器各々に設定された制御優先度の
履歴（以下、制御優先度履歴という）と、を対応付けて記憶したデータテーブルである。
【００９９】
　図２３は、制御履歴格納テーブル４４４の一例を模式的に示す図である。同図に示すよ
うに、制御履歴格納テーブル４４４には、各エリアのエリア識別子と、当該エリアの状態
履歴（図２３では「照度」）と、当該エリアの各電気機器（電気機器識別子）に設定され
た制御優先度履歴と、が対応付けて記憶されている。この制御履歴格納テーブル４４４に
記憶される情報は、過去の所定期間中に取得された状態情報に基づくものであり、例えば
、前年度の同月同日に記録されたものを用いる形態としてもよい。なお、図２３では、状
態履歴及び制御優先度履歴を、その変化の傾向をグラフで表す形態としたが、これに限ら
ないものとする。
【０１００】
　図２４は、第３の実施形態に係る管理サーバ４０ｂの機能構成を模式的に示す図である
。同図に示すように、管理サーバ４０ｂは、ＣＰＵ４１と所定のプログラムとの協働によ
り実現される機能部として、センサ情報取得部５１、人物位置取得部５２、人物属性取得
部５３、行動内容取得部５４、環境状態取得部５５、消費電力取得部５６、動的優先度設
定部５７、制御優先度予測部６０及びデマンド制御部５８ｂを備える。
【０１０１】
　制御優先度予測部６０は、リアルタイムに取得される各エリアの状態情報について、当
該状態情報の変化を検出すると、この変化の傾向に一致又は類似する状態履歴を制御履歴
格納テーブル４４４に格納された同一エリアの状態履歴から検索する。ここで、類似と判
定する指標は任意に設定することが可能である。例えば、時間当たりの変化の割合（傾き
）が略一致するものを類似と判定してもよい。
【０１０２】
　また、制御優先度予測部６０は、一致又は類似と判定した状態履歴を制御履歴格納テー
ブル４４４から読み出すとともに、そのエリアの変化の傾向に対応付けられた各電気機器
の制御優先度履歴を、制御履歴格納テーブル４４４から読み出す。そして、制御優先度予
測部６０は、制御履歴格納テーブル４４４から読み出した状態履歴及び制御優先度履歴を
、予測結果として表示部４６に表示させる。
【０１０３】
　ここで、図２５は、表示部４６に表示された予測結果の一例を示す図である。同図では
、同一エリア（エリアＡ０１）について三組の予測結果を提示した例を示している。ここ
で、エリア変化量を示す実線Ｌ１１のグラフは、リアルタイムに取得された状態情報の変
化量を表しており、破線Ｌ１２のグラフが制御履歴格納テーブル４４４から読み出された
状態履歴を表している。また、制御優先度変化量を示す実線Ｌ２１のグラフは、状態情報
の変化に応じて設定された制御優先度の変化量を表しており、破線Ｌ２２のグラフが制御
履歴格納テーブル４４４から読み出された制御優先度履歴を表している。
【０１０４】
　なお、リアルタイムに取得される状態情報に応じて、表示部４６に表示する予測結果を
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動的に更新する形態としてもよい。この場合、リアルタイムに取得された状態情報の変化
量に応じて、一致又は類似と判定される状態履歴の絞り込みが行われることになるため、
より現在の状態に近い予測結果を導出することができる。例えば、図２５の場合、リアル
タイムに取得された状態情報の変化量（実線Ｌ１１）が平行、減少又は増加するに従い、
何れか一の予測結果に絞り込みが行われることになる。
【０１０５】
　また、表示部４６に表示された予測結果は選択可能に構成されており、操作部４５を介
して一の予測結果が選択されると、この選択された予測結果がデマンド制御部５８ｂに通
知される。
【０１０６】
　図２４に戻り、デマンド制御部５８ｂは、上述したデマンド制御部５８と同様の機能を
有する。また、デマンド制御部５８ｂは、本実施形態に固有の機能として、制御優先度予
測部６０の制御の下、操作部４５を介して選択された予測結果に含まれる制御優先度履歴
の制御優先度を用いて、対応するエリアの各電気機器のデマンド制御を行う。例えば、図
２５に示した三組の予測結果のうち、何れか一の予測結果が選択された場合には、選択さ
れた予測結果の制御優先度履歴の制御優先度を、各電気機器に時系列に沿って順次設定す
る。
【０１０７】
　なお、制御優先度予測部６０の機能は、操作部４５を介して、予測結果の表示が指示さ
れた場合に有効化されるものとする。また、動的優先度から導出される制御優先度につい
ては、制御履歴格納テーブル４４４に一致又は類似する状態履歴が存在しなかった場合、
或いは、何れの予測結果も選択されなかった場合に適用する形態としてもよい。
【０１０８】
　以上、第３の実施形態によれば、過去の所定期間に取得された状態情報の履歴と、当該
所定期間に各電気機器に設定された制御優先度の履歴とを用いて、今後の状態情報の推移
を帰納的に予測し、その制御優先度の履歴をデマンド制御に反映させることができるため
、電気機器の制御に係る利便性を向上させることができる。
【０１０９】
［第４の実施形態］
　次に、第４の実施形態について説明する。上述した第３の実施形態では、過去の状態情
報（状態履歴）に基づき、今後の状態情報の推移を帰納的に予測する形態を説明した。こ
の第４の実施形態では、現在の状態情報から今後の状態情報の推移を演繹的に予測する形
態について説明する。なお、上記実施形態と同様の要素については、同一の符号を付与し
説明を省略する。
【０１１０】
　図２６は、第４の実施形態に係る管理サーバ４０ｃの機能構成を模式的に示す図である
。同図に示すように、管理サーバ４０ｃは、ＣＰＵ４１と所定のプログラムとの協働によ
り実現される機能部として、センサ情報取得部５１、人物位置取得部５２、人物属性取得
部５３、行動内容取得部５４、環境状態取得部５５、消費電力取得部５６、動的優先度設
定部５７、シミュレーション処理部６１及びデマンド制御部５８ｃを備える。なお、管理
サーバ４０ｃのハードウェア構成は、図３のハードウェア構成と同様であるため説明を省
略する。
【０１１１】
　シミュレーション処理部６１は、リアルタイムに取得される各エリアの状態情報と、当
該エリアの各電気機器に設定されている制御優先度とに基づいて、当該制御優先度で各電
気機器のデマンド制御が行われた状態をシミュレーションすることで、仮想的に実現する
。具体的に、シミュレーション処理部６１は、各エリア内での人物や環境の状態（状態情
報）がどのように変化するかをシミュレーションすることで、この状態情報の変化に伴い
各電気機器の制御優先度がどのように変化するかを予測する。
【０１１２】
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　例えば、密度変換部５７１が取得する「密度」を用いて制御優先度を導出する形態にお
いて、図２７－１に示す状態情報から、制御優先度がどのように変化するかを予測する場
合を考える。ここで、図２７－１は、シミュレーション過程の一例を模式的に示す図であ
る。同図のエリアでは、電気機器として照明Ｅ１１～Ｅ１８、空調Ｅ２１、Ｅ２２が設け
られている。また、各電気機器の周辺に存在する人物Ｈ１～Ｈ４の密度により、三段階の
制御優先度（高、中、低）が各電気機器に設定されている例を示している。
【０１１３】
　図２７－１に示す状態情報において、シミュレーション処理部６１は、省エネやデマン
ドレスポンス指令を充足するため、制御優先度の高い電気機器の電源をオフとしたデマン
ド制御の状態をシミュレーションする。このとき、シミュレーション処理部６１は、電気
機器が電源オフされたことにより生じる各人物Ｈ１～Ｈ４の行動を予測する。例えば、図
２７－１において、制御優先度が“高”の照明Ｅ１１、Ｅ１３、Ｅ１４及び空調Ｅ２１を
オフとした場合、図２７－２に示すように、人物Ｈ１の照明や空調の環境が悪化するため
、シミュレーション処理部６１は、人物Ｈ１の生産性が低下すると予測する。そして、シ
ミュレーション処理部６１は、図２７－３に示すように、人物Ｈ１は、照明や空調の環境
がより良好な場所へ移動することを予測するとともに、この移動により照明Ｅ１２の制御
優先度が“高”に変化することを予測する。
【０１１４】
　なお、シミュレーション処理部６１が行うシミュレーションについては、データマイニ
ング等の公知の技術を用いるものとする。また、データマイニング等に用いるデータにつ
いては、各エリアについて過去に取得された状態情報の変化量や、動的優先度設定部５７
の各機能部で導出された密度や行動内容等の履歴を用いるものとする。また、上述した制
御履歴格納テーブル４４４を用いる形態としてもよい。
【０１１５】
　図２６に戻り、シミュレーション処理部６１は、各エリアの現在の状態情報と、当該エ
リアについてのシミュレーション結果とを対応付け、予測結果として表示部４６に表示さ
せる。なお、ここでの表示形態は、特に問わず、図２７－１～図２７－３に示した状態を
表す所定のＧＵＩで表示する形態としてもよいし、各電気機器の制御優先度等のパラメー
タの変化を表示する形態としてもよい。また、制御優先度の導出に係る条件や、シミュレ
ートに係る条件を異ならせることで、複数の予測結果を導出し、それぞれ比較可能な形態
で表示する形態としてもよい。
【０１１６】
　また、表示部４６に表示された予測結果は選択可能に構成されており、操作部４５を介
して一の予測結果が選択されると、この選択された予測結果がデマンド制御部５８ｃに通
知される。例えば、図２７－１～図２７－３にかけての予測結果が選択されると、図２７
－１で各電気機器に設定された制御優先度がデマンド制御部５８ｃに通知される。
【０１１７】
　デマンド制御部５８ｃは、上述したデマンド制御部５８と同様の機能を有する。また、
デマンド制御部５８ｃは、本実施形態に固有の機能として、シミュレーション処理部６１
の制御の下、操作部４５を介して選択された予測結果に含まれる制御優先度を用いて、対
応するエリアの各電気機器のデマンド制御を行う。例えば、図２７－１～図２７－３にか
けての予測結果が選択されると、図２７－１で各電気機器に設定された制御優先度を実際
に設定し、当該制御優先度に従ってデマンド制御を行う。
【０１１８】
　なお、シミュレーション処理部６１の機能は、操作部４５を介して、予測結果の表示が
指示された場合に有効化されるものとする。また、動的優先度から導出される制御優先度
については、シミュレーション処理部６１の予測結果が選択されなかった場合に適用する
形態としてもよい。
【０１１９】
　以上のように、第４の実施形態の管理サーバ４０ｃによれば、現在のエリア状態（状態
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レーション時に用いた制御優先度を、実際のデマンド制御に反映させることができるため
、電気機器の制御に係る利便性を向上させることができる。
【０１２０】
　以上、本発明の実施形態を説明したが、上記実施形態は、例として提示したものであり
、発明の範囲を限定することは意図していない。上記実施形態は、その他の様々な形態で
実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の省略、置き換え、
変更、追加等を行うことができる。また、上記実施形態やその変形は、発明の範囲や要旨
に含まれるとともに、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれる。
【０１２１】
　例えば、上記実施形態では、適用候補や予測結果を表示部４６に表示する形態としたが
、出力形態はこれに限らないものとする。例えば、管理サーバ４０（４０ａ、４０ｂ、４
０ｃ）にプリンタ等の印刷装置が内蔵又は外付けされている場合には、この印刷装置を用
いて適用候補や予測結果を紙媒体に出力（印刷）する形態としてもよい。また、通信部４
７を介して、電気機器制御システム１００を管理する管理者のメールアドレス宛に、適用
候補や予測結果を出力（送信）する形態としてもよい。
【０１２２】
　また、上記実施形態では、オフィスビル等の建物を管理対象とした例について説明した
が、これに限らず、複数の建物や、屋外施設、地域全体等を管理対象としてもよい。また
、上記実施形態では、照明装置１１と空調装置２１とを制御対象の電気機器としたが、こ
れに限らず、他の電気機器を制御対象に含めてもよい。また、上記実施形態では、電気機
器の制御としてデマンド制御を行う形態としたが、これに限らず、他の制御に適用する形
態としてもよい。
【符号の説明】
【０１２３】
　１００　電気機器制御システム、　１０　照明装置群、　１１　照明装置、　２０　空
調装置群、　２１　空調装置、　３０　センサ装置群、　３１　センサ装置、　４０、４
０ａ、４０ｂ、４０ｃ　管理サーバ、　４１　ＣＰＵ、　４２　ＲＯＭ、　４３　ＲＡＭ
、　４４、４４ａ、４４ｂ　記憶部、　４４１　エリア情報テーブル、　４４２　動的優
先度変換テーブル、　４４２ａ　密度変換テーブル、　４４２ｂ　人物属性変換テーブル
、　４４２ｃ　行動内容変換テーブル、　４４２ｄ　環境状態変換テーブル、　４４２ｅ
　消費電力変換テーブル、　４４３　静的優先度変換テーブル、　４４３ａ　電気機器種
別変換テーブル、　４４３ｂ　日時変換テーブル、　４４３ｃ　エリア種別変換テーブル
、　４４３ｄ　稼働状態変換テーブル、　４４４　制御履歴格納テーブル、　４５　操作
部、　４６　表示部、　４７　通信部、　５１　センサ情報取得部、　５２　人物位置取
得部、　５３　人物属性取得部、　５４　行動内容取得部、　５５　環境状態取得部、　
５６　消費電力取得部、　５７　動的優先度設定部、　５７１　密度変換部、　５７２　
人物属性変換部、　５７３　行動内容変換部、　５７４　環境状態変換部、　５７５　消
費電力変換部、　５８、５８ａ、５８ｂ、５８ｃ　デマンド制御部、　５９　静的優先度
設定部、　５９１　電気機器種別変換部、　５９２　日時変換部、　５９３　エリア種別
変換部、　５９４　稼働状態変換部、　６０　制御優先度予測部、　６１　シミュレーシ
ョン処理部、　Ｎ　ネットワーク。
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【手続補正書】
【提出日】平成27年7月31日(2015.7.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　管理対象となるエリア内に設けられた複数の電気機器を制御する電気機器制御システム
において、
　前記エリア内に設けられたセンサ装置が検出した当該エリア内の人物の状態の検出結果
から、前記電気機器の各々が設けられた設置位置周辺の前記人物の状態を示した１または
複数の状態情報、及び、消費電力検出装置が検出した前記電気機器の各々の消費電力のう
ち、何れかを取得する状態取得手段と、
　前記状態取得手段が取得した前記人物の状態情報に基づく前記電気機器の制御に係る１
または複数の動的優先度、及び、前記消費電力に応じた前記電気機器の制御に係る動的優
先度のうち、少なくとも２以上の動的優先度を前記電気機器毎に設定する動的優先度設定
手段と、
　前記２以上の動的優先度のそれぞれに所定の係数をかけて前記電気機器毎に一の制御優
先度を導出する制御優先度設定手段と、
　を有する電気機器制御装置。
【請求項２】
　前記状態取得手段は、前記検出結果から前記設置位置周辺に存在する前記人物を検出す
るとともに、前記設置位置を中心とした所定範囲に存在する前記人物の人数を前記電気機
器毎に取得し、
　前記動的優先度設定手段は、前記人数に応じた動的優先度を、当該人数が取得された前
記所定範囲に対応する前記電気機器に設定する請求項１に記載の電気機器制御装置。
【請求項３】
　前記状態取得手段は、前記検出結果から前記設置位置周辺に存在する前記人物を検出す
るとともに、当該検出した人物に関する属性情報を取得し、
　前記動的優先度設定手段は、前記人物の属性情報に応じた動的優先度を、当該人物が検
出された前記設置位置周辺の前記電気機器に設定する請求項１又は２に記載の電気機器制
御装置。
【請求項４】
　前記状態取得手段は、前記検出結果から前記設置位置周辺に存在する前記人物を検出す
るとともに、当該人物が実行中の行動内容を取得し、
　前記動的優先度設定手段は、前記人物の行動内容に応じた動的優先度を、当該人物が検
出された前記設置位置周辺の前記電気機器に設定する請求項１～３の何れか一項に記載の
電気機器制御装置。
【請求項５】
　前記状態取得手段は、前記検出結果から前記設置位置周辺の環境状態を取得し、
　前記動的優先度設定手段は、前記環境状態に応じた動的優先度を、当該環境状態が取得
された前記設置位置周辺の前記電気機器に設定する請求項１～４の何れか一項に記載の電
気機器制御装置。
【請求項６】
　前記状態取得手段は、前記センサ装置である撮像装置で撮像された画像データから前記
状態情報を取得する請求項１～５の何れか一項に記載の電気機器制御装置。
【請求項７】
　所定の条件に応じた静的優先度を前記電気機器の各々に設定する静的優先度設定手段を
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更に備え、
　前記制御優先度設定手段は、前記電気機器の各々に設定された前記動的優先度及び前記
静的優先度から前記制御優先度を導出し、当該電気機器に設定する請求項１～６の何れか
一項に記載の電気機器制御装置。
【請求項８】
　前記静的優先度設定手段は、前記電気機器の機器種別に応じた前記静的優先度を前記電
気機器各々に設定する請求項７に記載の電気機器制御装置。
【請求項９】
　前記静的優先度設定手段は、現在の日時に応じた前記静的優先度を前記電気機器各々に
設定する請求項７又は８に記載の電気機器制御装置。
【請求項１０】
　前記静的優先度設定手段は、前記エリアの種別に応じた前記静的優先度を、当該エリア
に設けられた前記電気機器各々に設定する請求項７～９の何れか一項に記載の電気機器制
御装置。
【請求項１１】
　前記静的優先度設定手段は、前記電気機器各々の過去の稼動状態の傾向に応じた前記静
的優先度を、対応する電気機器に設定する請求項７～１０の何れか一項に記載の電気機器
制御装置。
【請求項１２】
　前記制御優先度設定手段は、一の電気機器について前記制御優先度の導出ルールを複数
用いて複数の制御優先度を導出し、何れか一の制御優先度を前記一の電気機器に設定する
請求項７～１１の何れか一項に記載の電気機器制御装置。
【請求項１３】
　前記制御優先度設定手段が導出した前記複数の制御優先度を選択可能に提示する第１提
示手段と、
　前記第１提示手段に提示された前記複数の制御優先度から一の制御優先度の選択を受け
付ける第１選択受付手段と、
　を更に備え、
　前記制御優先度設定手段は、前記第１選択受付手段で選択を受け付けた前記一の制御優
先度を、前記一の電気機器に設定する請求項１２に記載の電気機器制御装置。
【請求項１４】
　前記状態取得手段において過去の所定期間中に取得された前記状態情報の変化履歴と、
前記所定期間中の各時点で前記電気機器各々に設定された前記制御優先度とを対応付けて
記憶する制御履歴記憶手段と、
　前記状態取得手段で取得された前記状態情報の変化傾向に対応する前記状態情報の変化
履歴を前記制御履歴記憶手段から検索し、該当した前記状態情報の変化履歴と当該状態情
報の変化履歴に対応付けられた前記制御優先度とを予測結果として出力する第１予測手段
と、
　を更に備える請求項７～１３の何れか一項に記載の電気機器制御装置。
【請求項１５】
　前記制御優先度設定手段により前記電気機器各々に設定された前記制御優先度に基づい
て、当該電気機器の制御の結果をシミュレーションし、このシミュレーション結果により
前記電気機器各々に新たに設定される前記制御優先度を予測結果として出力する第２予測
手段を更に備える請求項７～１３の何れか一項に記載の電気機器制御装置。
【請求項１６】
　前記予測結果を提示する第２提示手段を更に備える請求項１４又は１５に記載の電気機
器制御装置。
【請求項１７】
　前記第２提示手段に提示された一又は複数の前記予測結果のうち、何れか一の予測結果
の選択を受け付ける第２選択受付手段を更に備え、
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　前記制御優先度設定手段は、前記第２選択受付手段で選択を受け付けた前記一の予測結
果に含まれる前記制御優先度を前記電気機器各々に設定する請求項１６に記載の電気機器
制御装置。
【請求項１８】
　前記電気機器各々に設定された前記制御優先度の優先順位に従い、当該電気機器を制御
する制御手段を更に備える請求項７～１７の何れか一項に記載の電気機器制御装置。
【請求項１９】
　前記エリア内に設けられ、当該エリア内の前記人物の状態を検出するセンサ装置と、
　請求項１から１８の何れか１項に記載の電気機器制御装置と、
　を備える電気機器制御システム。
【請求項２０】
　電機機器に設定された優先度に基づき当該電気機器の電力制御を行う電気機器制御装置
のコンピュータを、
　前記エリア内に設けられたセンサ装置が検出した当該エリア内の人物の状態の検出結果
から、前記電気機器の各々が設けられた設置位置周辺の人物の状態を示した１または複数
の状態情報、及び、消費電力検出装置が検出した前記電気機器の各々の消費電力のうち、
何れかを取得する状態取得手段と、
　前記状態取得手段が取得した前記人物の状態情報に基づく前記電気機器の制御に係る１
または複数の動的優先度、及び、前記消費電力に応じた電気機器の制御に係る動的優先度
のうち、少なくとも２以上の動的優先度を前記電気機器毎に設定する動的優先度設定手段
と、
　前記２以上の動的優先度のそれぞれに所定の係数をかけて前記電気機器毎に一の制御優
先度を導出する制御優先度設定手段と、
　して機能させるプログラム。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明の実施形態は、電気機器制御装置、電気機器制御システム、及び、プログラムに
関するものである。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　実施の形態の電気機器制御装置は、管理対象となるエリア内に設けられた複数の電気機
器を制御する電気機器制御システムにおいて、前記エリア内に設けられたセンサ装置が検
出した当該エリア内の人物の状態の検出結果から、前記電気機器の各々が設けられた設置
位置周辺の人物の状態を示した１または複数の状態情報、及び、消費電力検出装置が検出
した前記電気機器の各々の消費電力のうち、何れかを取得する状態取得手段と、前記状態
取得手段が取得した前記人物の状態情報に基づく前記電気機器の制御に係る１または複数
の動的優先度、及び、前記消費電力に応じた電気機器の制御に係る動的優先度のうち、少
なくとも２以上の動的優先度を前記電気機器毎に設定する動的優先度設定手段と、前記２
以上の動的優先度のそれぞれに所定の係数をかけて前記電気機器毎に一の制御優先度を導
出する制御優先度設定手段と、を有する。
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